
なるべく平⾯的にとらえるようにします。 

（１） 〈図１〉 

〈図１〉はＢとＣ、ＤとＥが重なる⽅向から⽴体Ｋを⾒たもので

す。平⾯Ｌと辺ＤＦの交点はＵとします。 

ＡＣ／／ＤＦなので 

△ＱＣＲ∽△ＵＤＲ 

です。 

ＣＲ︓ＲＤ＝１︓２ 

なので 

ＡＣを○4 とすると 

ＵＤは 

                        ４×
１

３＋１
×２＝２ 

                         より○2 なので 

                         ＤＵ︓ＵＦ＝２︓２ 

                          ＝１︓１ 

（２） 〈図２〉 

 

 

 

 

 

       ★今週の１題★     図形      ～解説～ 



 

 

 〈図２〉は三⾓形ＡＣＤの⾯積を１２としたときのそれぞれ

の⾯積を書き込み４分割された部分に（あ）〜（え）の名前を

つけました。 

三⾓形ＡＣＤを四⾓すいＡＢＣＤＥを断頭三⾓柱とみたときの

内部底⾯とみなすことが出来ます。 

その時の⾼さの要素にあたる３つの辺の⻑さを「０」「４」

「４」とし体積を 

１２×（０＋４＋４）＝９６ 

とおきます。 

（い）にあたる部分は内部底⾯が「１」⾼さ要素３つが「３」「４」「４」なので体積は 

    １×（３＋４＋４）＝１１ 

    （え）にあたる部分は内部底⾯が「４」、⾼さ要素３つが「２」「４」「４」なので体積は 

４×（２＋４＋４）＝４０ 

となります。また、（あ）は 

    ９６－１１＝８５ 

   （う）は 

    ９６－４０＝５６ 

   （あ）＋（え）＝８５＋４０ 

          ＝１２５ 

   （い）＋（う）＝１１＋５６ 



          ＝６７ 

    なので、⼩さい⽅は（い）＋（う）です。この体積は 

    １４４００
６７

９６＋２
＝５０２５（ｃｍ

３
）・・・（答） 

  （２） 

  〈図３〉 

〈図３〉は〈図１〉と同じ⽅向から⾒た図です。 

平⾯Ｍは直線ＣＳとなります。 

また、ＱＲとＣＳの交点をＮとします。 

三⾓形ＱＣＮの⾯積⽐と⾼さ要素がわかれば体積を求めるこ

とができます。 

ＱＮ︓ＮＲ＝△ＱＣＳ︓△ＲＣＳ 

                              ＝
２

３

１

４
︓

１

３

１

３
 

                             ＝３︓２ 

  ここで〈図３〉の三⾓形ＡＣＤの⾯積を ６０ とおきます。  

  また、〈図４〉は、切断後の⽴体に名前をつけ それぞれ内部底⾯の⽐がわかるように書き込んだものです。 

〈図４〉 



ここで⽴体Ｋの上半分の内部底⾯６０とし、⾼さ要素

３つを「０」「６０」「６０」とおくと 

６０×（６０＋６０）＝７２００となり、実際の体積 

１４４００×
１

２
＝７２００（ｃｍ

３
） 

と数字が⼀致します。 

（お）＋（か）は内部底⾯が４０、⾼さ要素が「０」 

＊（か）部分の⾯積                   「６０」「４０」なので 

 ６０
１

１２

３

５
＝３                   ４０×（０＋６０＋４０）＝４０００ 

＊⾼さ要素５４の求め⽅                 （か）は内部底⾯が３、⾼さ要素が「６０」「４５」 

（６０×３＋４５×２）÷５＝５４              「５４」なので 

                            ３×（６０＋４５＋５４）＝４７７ 

                            よって求める答えは 

                            ４０００－４７７＝３５２３（ｃｍ
３
）・・・（答） 

 


